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広破、
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!
,
 

ょかわら Ca) 、 

続
発
す
る
交
通
事
故
死
に
対
処
す
る
た
め
、
六

月
一
日
「
交
通
死
亡
事
故
抑
止
非
常
事
態
」
を
宣

言
し
、
県
を
は
じ
め
市
町
村
、
警
察
署
、
交
通
安

全
協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
関
係

機
関
と
と
も

に
交
通
事
故
防
止
運
動
を
全
県
的
に

展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

県
内
の
交
通
事
故
死
亡
者
は
こ

の
と
こ
ろ
異
常

な
増
加
ぶ
り
で
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
五
月
末
ま

で
四
十
六
人
を
記
録
、
前
年
同
期
を
十
三
人
（
三

九

・
四
％
）
も
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
事
故
発
生
件
数
も
千
五
百
三
十
件
で
、
 

前
年
同
期
比
百
二
＋
七
件

（
九
・
一
％
）
増
と
な

り
、
ケ
ガ
人
も
千
九
百
二
十
三
人
で
、
九
十
人
（
 

四

・
九
％
）
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
警
察
で
は
、
六
月
い
っ
ぱ

い
を
「
暴

走
‘
飲
酒
運
転
特
別
取
締
月
間
」
 
と
定め
、
取
締

り
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

取
締
り
期
間
中
は
、
主
要
な
道
路
で
速
度
違
反

の
取
締
り
、
飲
食
街
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
飲
酒
運
転

の
事
前
チ
エ
ッ
ク
、
ま
た
飲
酒
運
転
者
に
対
し

て

は
、
 
「取
締
班
」
を
編
成
し
、
取
締
り
の
強
化

と

同
時
に
処
分
に
つ
い
て
も
厳
罰
で
臨
む
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
 

期
間
中
は
、
ほ
か
に
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
 

全
母
の
会
、
交
通
指
導
隊
に
よ
る
街
頭
指
導
を
実

施
す
る
方
針
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
交
通
死
亡
者
の
う
ち
速
度
違
反
が

原
因
と
な
っ
た
も
の
が
最
も
多
く
、
次
い
で
わ
き

見
や
前
方
不
注
意

・
居
眠
り
・
酒
酔
い
運
転
な
ど
、
 

運
転
者
と
し
て
の
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
無
視
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
 

一
方
歩
行
者
側
で
は
、
車
の
直
前
直
後
の
横
断
、
 

と
び
出
し
事
故
に
よ
る
幼
児
や
お
年
寄
り
の
犠
牲

が
相
変
ら
ず
多
く
、
基
本
的
な
交
通
ル

ー
ル
を
守

る
よ
う
強
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 



ロ
青

・
黄

・
 

●

つ
 
赤

信
号
や
歩
行

者
用
信
号
の
意
 

よ
 
味
を
よ
く
教
え
、
 

て
 守

ら
せ
て
下
さ
 

育
 
ロ
黄
信
号
の

と
き
や
歩
行
者

用
信
号
が
青
の

点
滅
の
と
き
は
、
 

一
度
止
ま
っ
て

次
の
青
に
な
る

ま
で
待
っ
て
下

さ
い
。
 

信号を守る心を 

お
年
寄
り
の
 

交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
 

世界の願い 交通安全 

五 所 川 原 交 通 安 全 協 会 

五所川原地区安全運転管理者協会 

五所川原地区安全運転管理者事業主会 

〇事故をよぶ 酒が 疲労が スピードが

〇横断は 見るくせ 待つくせ とまるくせ

〇あぶないよ わき見 無灯火 ニ人乗り 

お
母
さ
ん

方
へ
 

ロ
道
路
を
歩
く
と
き
は
、
子

供
と
し
っ
か
り
手
を

つ
な
ぎ
、
 

お
母
さ
ん
が
車
の
通
る
側
を
歩

い
て
下
さ
い
。
 

ロ
子
供
が
道
路
の
反
対
側
に

い
る
と
き
、
声
を
か
け
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
か
ら
子
供

の
方
へ
行
く
よ
う
に
し
て
下
さ
 

、
。
 ロ

道
路
を
横
断
し
て
お
菓
子

や
お
も
ち
ゃ
を
買
い
に
行
く
と
 

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
よ
う
。
 

ロ
少
し
回
り
道
で
も
、
安
全

な
横
断
歩
道

・
歩
道
橋
を
渡
っ

て
下
さ
い
。
 

ロ
お
年
寄
り
は
、
意
外
と
せ

っ
か
ち
で
す
。
夜
間
の
外
出
は

な
る
べ
く
さ
け
ま
し
ょ
う
。
 

夜
は
、
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も

視
界
が
せ
ま
く
な
り
、
疲
れ
て

い
る
た
め
事
故
が
起
り
易
く
な
 
 

き
は
、
必
ず
大
人
が

つ
い
て
行

っ
て
下
さ
い
。
 

ロ
子
供
は
、
親
の
ま
ね
を
し

ま
す
。
 

お
母
さ
ん
が
ま
ず
、
正
し

い

歩
行

・
安
全
な
横
断
の
手
本
を

示
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
止
ま
り
て
い
る
車
の
前
や

後
ろ
で
は
、
子
供
を
絶
対
遊
ば

せ
な
い
で
下
さ
い
。
 

り
ま
す
。
 

ロ
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
 

手
を
あ
げ
て
車
が
止
ま
っ
て
か

ら
渡
っ
て
下
さ
い
。
 

ロ
酒
を
飲
ん
で
自
転
車
に
乗

る
こ
と
は
最
も
危
険
で
す
。
法

律
上
も
違
反
で
す
。
 

ロ
車
の
前
や
後
ろ
か
ら
急
に

と
び
出
す
こ
と
は
絶
対
に
や
め

て
下
さ
い
。
 

自
転
車
が
 

増
え
て
い

ま
す
 

ロ
自
転
車

の
二
人
乗
り
は
危

険
で
す
か
ら
や
め
て
下
さ
い
。
 

ロ
雨
の
日
に
カ
サ
を
さ
し
て

乗
る
の
も
や
め
て
下
さ
い
。
 

ロ
手
放
し

・
片
手
運
転
も
非

常
に
危
険
で
す
。
 

ロ
車
の
す
ぐ
後
ろ
に

つ
い
て

走
る
の
は
や
め
て
下
さ
い
。
 

ロ
夜
間
は
、
必
ず
ラ
イ
ト
を

つ
け
て
下
さ
い
。
 

ロ
ブ
レ
ー
キ
は
い

つ
も
点
検

し
、
小
さ
な
故
障
で
も
す
ぐ
整

備
し
て
お
い
て
下
ざ
い
。
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子供の交通事故は 

おとなの責任 

～とび出す子供に罪はない～ 

〔おとなが気をつけること〕 

●子供はとびだすものであることを忘れ

るな。 

●子供はおとなのまねをする。おとなは

正しい交通ルールを実践しよう。 

●危険な遊びに声をかけよう。 
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